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人とクルマと自然の共生
日産自動車は、環境保全の基本は人間の｢やさしさ」

の発露にあると考えます。

われわれ一人ひとりが環境に対する正しい認識を

深めるとともに、人や社会、自然や地球を思いやる

「やさしさ｣をクルマづくり、企業活動に活かし、

より豊かな社会の発展に貢献します。

日産環境理念

１．日産環境理念、方針



１．クリーンなクルマ社会実現の一層の推進
クリーンな生活環境の実現のため、クルマの一生すなわち商品開発・生産・使用・

廃棄の各段階での環境負荷の低減を目指して、クルマ単体の改善を進めると

ともに、クルマを利用する社会システムの改善に貢献する。

２．省資源・省エネルギーの推進
資源・エネルギーの有限性を考え、クルマの一生の各段階での資源・エネルギー

の使用を最小化する。

３．環境マネジメントシステムの充実と継続的改善
ISO（国際標準化機構)環境マネジメントシステムに準拠した社内環境管理体制を

構築する。

(１)環境問題の未然防止と法規制等の遵守

(２)環境を大切にする企業風土の醸成

(３)関係会社との協力

(４)ユーザーとの連携の強化

４．環境報告の実施
当社の環境問題への取り組み状況を定期的に公表する。

環境方針



２．ニッサン・グリーンプログラム 2005（中期環境行動計画）



2010年ガソリン車、2005年ディーゼル車 燃費基準の早期達成
【目標】 2005年を目標に新基準を達成

燃費向上 （地球温暖化抑制）

NISSAN GREEN PROGRAM 2005
商品・開発（1）

FCV ・2003年を目標に実用化に向けた技術開発を完了
・2002年に日本政府が実施を検討している国内実証実験に参加

その他CEV

・EV、CNGV、HEV等CEVの研究・開発・市場投入

クリーンエネルギー車開発

ガソリン車：超-低排出ガス車（U-LEV）を2000年ブルーバードシルフィ
より順次拡大

【目標】 2003年3月末で全販売台数の80%以上に拡大
ディーゼル車：最新規制対応車の早期導入

排出ガス清浄化



新型車リサイクルの推進
・新型車におけるリサイクル可能率＊95%以上(2005年までに達成)

＊日産独自の算出基準による（重量ベース）
環境負荷物質削減

・使用禁止：水銀、カドミウム
（一部を除く)

・使用削減：鉛（2002年末までに概ね廃止）、
六価クロム（2005年までに1996年比で1/2以下）

リサイクル設計推進／環境負荷物質管理・低減

NISSAN GREEN PROGRAM 2005
商品・開発（2）

法律で定められた車外騒音規制値より厳しい自主基準値を定めて
全車両で達成

車外騒音低減

HFC134a省冷媒化の社内自主目標の達成

エアコン冷媒排出抑制



2005年度までにCO２総排出量を1999年度比10％以上低減

省エネルギーの推進（地球温暖化抑制）

NISSAN GREEN PROGRAM 2005
生産

直接埋立ゼロ化
（2001年度までに全工場達成）

廃棄物焼却量を2005年度までに1999年度比50％以上低減
（2001年度中にゼロエミッション活動を全工場で開始）

廃棄物削減・リサイクル推進

PRTR対象物質の削減推進
2002年度VOC20g/m2のモデルラインの設置

化学物質管理の充実

2005年度までにCO2総排出量を1999年度比10％以上低減

流通での環境保全



販社グリーンショップ活動の定着と、レベルアップ

・販社ELV適正処理のしくみ構築 （適正処理）

・国内自動車リサイクル法 - 引取り者としての対応充実
（引取り者責任の遂行）

販社環境マネジメント

NISSAN GREEN PROGRAM 2005
販売・サービス、リサイクル

国内リサイクル法への効率的な対応推進

・新たな廃車処理への対応技術開発及び展開
・リサイクル設計
・グリーンパーツの拡大

使用済み自動車適正処理・リサイクル推進



・ISO14001導入・運用・改善の実施（継続）
・グローバルかつ主要連結子会社を含む

環境マネジメントシステムの構築
・環境問題の未然防止とリスクマネジメントの拡充

環境マネジメントシステム

NISSAN GREEN PROGRAM 2005
環境経営（1）

・環境報告書の発行（毎年）と内容充実

・環境関連広報発表の適宜実施（継続）

・環境関連講演会、展示会への参画・開催

・地域環境コミュニケーションの実施と充実

環境コミュニケーション



・環境負荷物質管理の徹底

・仕入先へのISO14001認証取得（～2005年3月）要請

グリーン調達

NISSAN GREEN PROGRAM 2005
環境経営（2）

・社内教育カリキュラム実施及び一層の充実

・社内報等での日常啓発の実施（継続）

環境教育・啓発

・紙使用量の削減、資源の再利用、省エネルギーの推進

・社有車の低公害化検討推進

オフィスの環境保全（グリーンオフィス運動）



低公害車とは？低公害車とは？

① 電気自動車

② 天然ガス自動車

③ メタノール車

④ ハイブリッド車

⑤ ガソリン車 +2010年燃費基準達成車

+2010年燃費基準達成車

+2010年燃費基準達成車

政府一般公用車調達基準

※ ディーゼル車、
LPG車も条件に

よって含まれる

グリーン購入法判断基準適合車
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超超--低排出ガス車の拡大採用計画低排出ガス車の拡大採用計画
（（UU－－LEVLEV））

2003年3月末で全販売台数の80％以上
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超-低排出ガス車投入の効果
（U-LEV）

80%のU-LEV投入は、ハイブリッド車よりクリーンな電気自
動車（ゼロエミッション車）を400,000台投入した事に等しい
空質改善効果がある。
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販売・サービス（使用時）

生産

使用済み
自動車(ELV)処理

・ISO14001認証取得

・グリーン調達 （車種毎の化学

物質使用把握、ISO認証取得）

・化学物質の使用制限(内
規）

・ISO14001認証取得
・労働安全(MSDS)

・全事業所PRTR
・新規原材料管理制度

・グリーンショップ認定制度
（ﾏﾆﾌｪｽﾄによる適正処理、

ﾘﾕｰｽ･ﾘｻｲｸﾙ部品回収等）

・ﾘｻｲｸﾙ率向上
・グリーンパーツ
・解体実証研究
・ｴｱﾊﾞｯｸﾞ、ﾌﾛﾝ自主回収
・関係事業者への啓発

（解体ﾏﾆｭｱﾙetc.）

日産自動車の化学物質自主管理
～製品開発・生産・ｻｰﾋﾞｽ・ELV処理に亘る生涯管理～

（燃費CO2）
（排気Ｎｏｘ、Sox）

リサイクル可能率
マーチ：95ｗｔ.%

製品、R&D



３．「自動車」 の特徴と化学物質管理

①多数の部品で構成･･･１台あたり約３万点

②グローバルプロダクト

③耐久消費財･･･廃車まで約１１年

④生涯管理システムがある･･･認証、車検制度

⑤ライフサイクルでの環境影響把握が重要

特徴と課題



３-1．グリーン調達

目的・・・環境負荷物質の削減、環境リスクの回避

日産グリーン調達ガイドラインを展開（2001年6月～）

部品・資材仕入先への要請事項

① 環境負荷物質データの報告

●使用制限物質（内規）の遵守徹底
→ 車種毎に把握、早い段階で代替技術開発へ

日産ｸﾞﾘｰﾝ調達説明会

② 環境責任者の届出

●グリーン調達活動の連携強化

●環境マネジメントシステム構築の促進

③ ISO14001認証の取得（～2005年3
月）



規格の指示・要求の仕組み

化学物質の使用制限規格

規格制定の経緯
各国法規 社会要請

業 界 自 主 取 組モデル車種による車両１台あたりの
部品・資材（約３万点）について、
使用材料（含有化学物質）の使用
状況を調査

1994年
使用制限物質を規格化、制定

以降、各国法規、自動車業界の自
主取組み、社会の関心事を踏まえ
毎年改定し、ｸﾞﾘｰﾝ調達活動の中で
車両ごとに化学物質を把握

材
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理
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使用禁止ならびに使用制限物質（208物質）

法規または方針として部品への含有を禁止ならびに制限する物質
禁止制限はしないが今後注意が必要な物質（58物質）

今後使用制限の可能性のある物質関連法規動向や社会動向を参考

定 義

参考 化学物質の使用制限規格（内規）



自動車業界目標

「2000年度末までに

1996年の概ね1/2以

下」を、1997年以降の

新型車で達成済み。

「2002年末までに

概ね廃止」に向けた

取組みを推進中。

事例 鉛の削減



設備・材料・加工技術の環境影響評価

３-2．設備導入時の事前環境側面評価制度

環境影響事前評価

工場の新設・増設、設備、材料、加工技術の導入に際し
地域環境に及ぼす影響を事前評価し、適切な対策を実施する。



３-3．化学物質管理の充実
～新規原材料管理制度とPRTR～

●有害性のあるもの
→ 使用禁止 or 影響度の小さい物質へ切り替え

●採用された資材 → PRTRシステムに登録

工場資材の事前審査

油脂、薬品、塗料など新規に使用する場合、MSDS等の
情報を基に、環境への影響度・作業者の安全性を審査

●PRTR法の指定化学物質（435物質）だけでなく、
MSDS記載物質も登録

新規原材料管理制度

PRTRシステム

購買管理システムとリンクし、情報を一元管理



環境管理部署

・環境影響調査

・ＰＲＴＲ該当物質の登録

・ＰＲＴＲ運用

調査内容

・環境影響調査
（大気、水質、廃棄物）

・PRTR該当物質契約

納
入

計画部署
安全健康管理部署

（調査）

材料発注

管理部署

部品メーカー

新規原材料管理制度（フロー図）

指示
材料使用部署

事前評価調査票

成分情報
データシート

成分情報
材料メーカー

使用量情報
購買部署

排出量・移動量の集計と報告（公表）



４．環境情報開示・コミュニケーション

・環境報告書の発行（毎年）と内容充実

・環境関連広報発表の適宜実施（継続）

・環境関連講演会、展示会への参画・開催

・地域環境コミュニケーションの実施と充実

環境コミュニケーション



地域社会との関わり

電気自動車特別授業
（東京都三鷹市内の小学校にて）

横浜工場見学会

日産環境ミーティング人とクルマと自然の共生展

コミュニケーション ～事例とツール～

情 報 開 示

啓 発 活 動



より細かなﾆｰｽﾞに応えられるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙを整備

２００１（2002.3月期版より） サイト
レポート

社会環境
報告書
ダイジェスト

社会環境
報告書
ダイジェスト

金融機関等

学術機関及び
研究機関

取引先

行政等

地域住民等

従業員等

NPO・NGO

お 客 様
一般市民等

ステークホルダー

サイト
レポート

社会環境
報告書
ダイジェスト



環境情報の開示（製品）
～新型車の主要環境データ～



環境情報の開示（全工場Total）
～PRTR環境汚染物質排出・移動量～



事業所（工場）毎の環境情報開示



地域コミュニケーションの事例

日産栃木工場 環境設備見学会

事業（クルマの生産ライン）と

処理施設などの環境設備の両方を

地域の皆さまに見学して戴くことにより

相互理解をより深めることが出来ました。

サイトレポートをもとに、他地区でも

同様の見学会を進めています。



Fin
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